
（単位：円）

変更区分 事業区分 事業名 補助金額

追加 地域活性化事業 BCP策定支援推進事業 1,010,000

廃止 地域活性化事業 豊能・能勢合同物産展 ▲ 1,658,925

追加
経営相談支援事
業

648,925

※変更区分には、「追加」、「廃止」、「変更」、「未実施」のいずれかを選択してください。 0

豊能町商工会

令和２年度（2020年度）　商工会等事業変更概要書（3回目以降）

１．事業変更一覧

コロナウイルス感染症の金融対策の相談が増えるため。

岬町商工会事業調書参照

変更の理由

コロナウイルス感染症拡大防止のため、豊能町、能勢町とも協議を
行い、予定していた物産展を中止した。



２．経費支出概要書（経費内訳）
（１）経営相談支援事業 （単位：円）

事業所数/回数 補助金額 事業所数/回数 補助金額 算定基準 補助金額

85 2,125,000 85 2,125,000 0

15 150,000 15 150,000 0

3 90,000 12 360,000 270,000

20 800,000 30 1,200,000 400,000

3 60,000 3 60,000 0

20 400,000 20 400,000 0

15 375,000 15 375,000 0

6 120,000 6 120,000 0

3 60,000 3 60,000 0

25 500,000 25 500,000 0

33 660,000 33 660,000 0

25 1,250,000 25 1,250,000 0

7 140,000 7 140,000 0

15 300,000 15 300,000 0

15 300,000 15 300,000 0

35 350,000 35 350,000 0

3 30,000 3 30,000 0

30 600,000 30 600,000 0

0 0 0 0 0

5 100,000 5 100,000 0

0 0 0 0 0

20 100,000 20 100,000 0

85 850,000 85 850,000 0

― 9,360,000 9,360,000 ― 10,030,000 10,008,925 670,000 648,925

（２）専門相談支援事業

支援日数 補助金額 支援日数 補助金額 算定基準 補助金額

116 2,784,000 116 2,784,000 0

11 264,000 11 264,000 0

14 336,000 14 336,000 0

経営支援 12 288,000 12 288,000 0

3 72,000 0 0 ▲ 72,000

8 192,000 11 264,000 72,000

― 3,936,000 3,936,000 ― 3,936,000 3,936,000 0 0

（３）地域活性化事業

補助金額 補助金額 算定基準 補助金額

6,453,105 5,804,180 ▲ 648,925

（4）商工会等支援事業

補助金額 補助金額 算定基準 補助金額

565,300 565,300 0

（５）合計

補助金額

0

変更前 変更後

申　請　合　計 20,314,405 20,314,405

差額

補助金額 補助金額

差額

算定基準 算定基準

小　　計 別紙事業調書のとおり 別紙事業調書【変更後】のとおり

小　　計 別紙事業調書のとおり 別紙事業調書【変更後】のとおり

変更前 変更後

変更前 変更後 差額

算定基準 算定基準

金融支援

その他支援

金融相談専門員

税務支援

経理支援

小　　計

※支援日数×24,000円。ただし、記帳支援のために税理士を活用する場合、事業所数×26,000円

差額

算定基準

小     計

算定基準

事業承継支援

災害時対応支援

マーケティング力向上支援

事業計画作成支援

創業支援

ＩＴ化支援

結果報告

販路開拓支援

事　業　名
変更前 変更後

労務支援

人材育成計画作成支援

マル経融資等の返済条件緩和支援

事業所カルテ・サービス提案

支援機関等へのつなぎ

金融支援（紹介型）

金融支援（経営指導型）

フォローアップ支援

資金繰り計画作成支援

記帳支援

事業継続計画(ＢＣＰ)作成支援

コスト削減計画作成支援

財務分析支援

５Ｓ支援

債権保全計画作成支援

豊能町商工会

区　　　分
変更前 変更後 差額

算定基準 算定基準



(廃止）

○

上記計4回のイベントにおいて、物産展を開催する。

(a)府施策連携 ○ (b)広域連携 ○ (c)市町村連携 ○ (d)相談事業相乗効果

・府施策連携商　　番　
・府施策連携労　　番　

（ｂ） 豊能町内、能勢町内で開催されるイベントに展示・即売コーナーを設け出店する。

（C） 両町をまたがって出店することにより販路拡大につながる。

（ｄ） 出展事業者の新たな販路開拓、事業連携等について個別の相談事業で対応する。

社事
業
の
目
標

支援対象企業数

設定根拠及び
募集方法⇒

独自提案型

イベントの規模によりそれぞれ出展企業数を設定。とよのまつり20
社、その他10社を設定し、両商工会の出店者割合は、調整の上決定
する。30

支援対象企業の
変化

出展者から新たな取引の依頼があったとの声や、地域の消費者から事業所に直接商品
の購入依頼の連絡が入るようになったとの声を聞いた。

指標 新たな取引の依頼のあった企業数 数値目標 10社

その他目標値
目標値の内容⇒

これまでの
取組状況

※継続事業の
場合のみ記入

実施内容・
実績数値

前年度は、豊能町内、能勢町内で計4回開催した。第1回 ８月11日とよの夏まつりに
て開催。出店１5社。第2回８月25日よっほいせにて開催。出店9社。第３回10月6
日能勢町てっぺんフェスティバルにて開催。出店8社。第４回11月10日とよのまつ
りにて開催。出店22社。

反省点
新規出店者の発掘がなかなか進まない。

人材育成型

人材交流型

販路開拓型

ﾊﾝｽﾞｵﾝ型
具体

的な実
施内
容・手

法
(該当型
に ○ )
いつ・
どこで・
何を・

どのよう
にする
のかを
明確に)

第1回物産展（豊能町にて）　 8月中旬　とよの夏まつり　10社

第2回物産展（能勢町にて）　８月下旬　よっほいせ　10社

第３回物産展（能勢町にて）　10月上旬てっぺんフェスティバル　10社

第4回物産展（豊能町にて） 11月上旬とよのまつり　　20社

事業手法
（該当する場合は

○印と下欄に
その根拠）

４－２．地域活性化事業　事業調書 豊能町商工会

事業名 豊能・能勢合同物産展 新規/継続 継続

事
業
の
概
要

事業の目的
（現状や課題をどのような

状態にしたいか）

地域での製造品等を広く住民にPRし、地元での販売力の向上をはかり、さらに地域の
製造品、特産品を広く他地域にPRする機会を設けるため、豊能町、能勢町両商工会
が、地域イベントで出店ブースを設け、来場者に地元産品を紹介することにより今後
の販路拡大を目指す。

支援する対象
（業種・事業所数等）

地域物産製造販売業者等　　　30社

事業に対する
企業ニーズ

（内容・把握方法等）

地元での製造品が地元消費者に知られていない、また地元で製造された商品があるに
もかかわらず地元の小売店で販売されていないケースが見られるため、物産展を通じ
て地元にＰＲを行う機会を創出する。

想定する実施期間 H22 年度～ 年度まで
←複数年段階的実施事業は左欄に○を
　また、別紙にて計画を提出すること



(廃止）４－２．地域活性化事業　事業調書 豊能町商工会

事業名 豊能・能勢合同物産展 新規/継続 継続

円 × × ＝ 円

⇒ 円 × × ＝ 円

円 × × ＝ 円

（小計） 円

※新規の広域連携事業の場合は広域連携促進費を加算（小計の５％） 円

計 円

円

円

(a)府施策連携 ○ (b)広域連携 ○ (c)市町村連携 ○ (d)相談事業相乗効果

円 × ＝ 円 （ 円） 　

代

○ 円

円

円

円

円

0.75 2,764,875

補助金の団体配分
（「代」欄には、中核団体ま
たはﾋｱﾘﾝｸﾞで説明する代

表団体に○）

配分額 役割（配分の考え方）

豊能町での開催時は豊能町、能勢町での
開催時は能勢町が幹事をつとめる。主幹豊
能町２回、能勢町２回。

算
定
基
準
に
よ
り
算
出
さ
れ
る
額

算定基準
（行が足りない場合は、⇒

の行に挿入）

@50,500 20 1.00

@50,500 10 1.30

@50,500

算 出 額

標準事業費 補助率 （①市町村等＋②受益者負担）

3,686,500

4,000 0.01

独自提案単価及び
独自補正係数の根拠

3,686,500

標準事業費

1,010,000

656,500

2,020,000

ｻｰﾋﾞｽ単価 支援企業数 係数

3,686,500

豊能町商工会 1,658,925

能勢町商工会 1,105,950

商工会・会議所名

①市町村等補助 交付市町村等

②受益者負担 負担金の積算


